













































































































































































































































































































































課 主な文型 主な話題 課 主な文型 行動








Nラブ 第3課 形容詞の接続 物を説明する








第6課 た形／ない形＋福ｪいいです 早退 第6課
た形／ない形＋
福ｪいいです 助言する
　Unit1では，ポストサバイバル場面の最初の行動テーマとして「物の選択・決定・説明」
を選んだ。そのねらいは，サバイバル場面で既に慣れているド買い物」「レストランでの注文」
などの場面をもう少し，掘り下げて行動呂標として扱うことである。そして，その行動を
達成するために必要な「比較」「形容詞の接続］「ている（状態）」等と組み合わせた。
　Unit2では，　H常的に繰り返し接触する人々と，関係を構築し，維持するために必要な行
動をテーマとして選んだ。サバイバル場藤で話す相手は，店員のように職務として学習者の
会話の相手をする立場の人が多かった。そのような関係では，その場の目的達成だけが目
的であり，話題はそれ以上広がりにくい。そこで，社会生活を営むために，人間関係を構築し，
維持，発展させる行動と関係の深い場面や話題を扱うことにした。挨拶代わりの声かけや
雑談などである。文型は「～んです」と組み合わせた。JBPIでは「週末に何をしましたか」
の類の会話の練習は，動詞の構文に関する文型の練習（総合的アプローチ）の比重が大き
かった。JBPHでは，これを社会的な目標をもった会話（分析的アプローチ）として改めて
扱う。
　JBP互と皿の改訂第3版はこのような観点からシラバスを改訂した。既に市販され，使用
した教師からのコメントが筆者に届いているが，旧版に比べて「語彙が多すぎる」「文型積
み上げの中で納まらない表現が多すぎる」といった否定的なコメントも少なからず寄せら
れた。これは改訂により「総合的アブm一チ」の観点から負担が大きくなったと解釈でき
るコメントである。旧版では，運用練習も既習の文型や語彙の範囲で可能な会話例を扱う
ように努めたが，改訂第3版の運用練習では，行動目標に関連する場面・話題を輻広く扱
うことを優先した。この考え方に共感し，旧版に比べて「分析的アプローチ」が実行しや
すくなったと考える教師からは上記のようなコメントはなかった。
　教科書には紙幅の制限がある。その制限の中で，どのような場面・話題を扱い，語彙や
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表現をどう組み込んでいくかは，今後さらに工夫して改善されるべきである。しかし，そ
れでも教科書ができることには限界がある。文型積み上げ式の教科書がそのよさを発揮す
るためには，すべてを「総合的アブm一チ」で指導しようとする教師，学ぼうとする学習
者がいるとすれば，そのビリーフにも変更が必要だと感じられる。
5．2話題を構成する学習項犀
　CEFRがその枠組みを示したことで，初級においても行動すなわち「分析的アプローチ」
で段階的に学習していく道が築かれつつある。しかし，現状は，教師も学習者も「総合的
アプローチ」で段階的に積み上げていくことには慣れているが，「分析的アブU一チ」で段
階的に積み上げていくことには，まだ不慣れである。教師の高高の工夫に任せられている。
　行動を段階的に積み上げていくためには，場画や話題の構造や性質もその観点から分析す
る必要がある。文法規則や文型は，構造が単純なものから複雑なものへと段階を踏む。場
面や話題の場合は，遭遇する頻度が高いもの，行動や話題を構i成する要素として共通する
ものなどが，より基本的な段階と位置づけられるのではないだろうか。これについても具
体例を通して，考えてみたい。
　次の文aは初級を終了した英語を母語とする学習者の発話である。
　　a．二年乗っていた後で，今地下鉄に乗ることに慣れています。
　学習者に確認したところ，発話意図は次のような内容であった。
　　b．はじめ地下鉄で通うのは大変でしたが，2年通ったのでもうすっかり慣れました。
　文型積み上げ式の教科書では，学習者に文の構成要素としての文型を強く意識させて学
習させる。文aは，学習者が文型として学習した「～ている」「～た後で」を組み合わせて
作成したわけだが，日本語として画然な文ではない。文bは，学習者の発話意図を確認し
て教師が作った文である。このような文を学習者が作れるようになるためには「何かにど
うやって慣れたか」について話すことを饅標にした練習が必要である。
　「慣れる」という動詞は，初級の教科書では「もう慣れましたjr今慣れています」「まだ
慣れていません」のように「もう～ました」「まだ～ていません」の晶晶として提畠される
ことが多い。しかし，「何かにどうやって慣れたか」について話すことを冒標にした学習で
は，「慣れた」という結果だけでなく「どうやって慣れたのか」という情報をどのように加
えるのか，学ぶ必要がある。これは分析アプローチによる学習である。文bでは，まずf慣
れていなかったときの状態」を述べ，ドどうやって」の情報を「ので」の「事情を伝える機
能」を用いて加え，結論は，「慣れている」と現在の状態を伝えるのではなく，「もう慣れた」
を用いて「成し遂げた」気持ちを伝えている。
　文aは，申間三二として，あるいは誤用分析の対象としてさまざまな分析が可能だろう。
しかし，初級教科書の課題という観点から考えると，r何かに慣れる」という日常的な話題
として頻度の高い事柄は，初級後半で扱うth　Hに含まれているべきだろう。CEFRでは初級
一29一
段階でできる行動という観点から，ゆるやかではあるが初級で扱う必要のある話題の範囲
を示している。その範囲内にあると考えられる話題を初級教科書のシラバスに含めていく
ことが今後の課題だろう。
　また「慣れる」のような内容語（実質語）に注目することは，分析的アプローチによる指
導を取り入れやすくする。文型の意味は抽象的である。実際に使う経験を重ねて，その表
現意図が明確になっていく。これに対して内容語は，学習目標として提示することで，学
習者にその語にまつわる具体的なエピソードを想起させやすいものが多い。例えば，「慣れ
る」という動詞の用法を学習目標とすれば，例に示したような経験が学習者の頭の中に想
起され，それをどう表現すればいいかという学習活動（分析的アブU一チ）が実行できる
のである。
　以上をまとめると，CEFRの初級（A1及びA2）の行動目標を活用すること，語彙指導を
重視することなどによって：初級後半でも分析的アプローチによる学習を遂行することが
できると考えられる。
5．3個別プロジxクト
　学習者に分析的アブU一チと総合的アブm一チの両立に取り組み続けさせるには，サバ
イバル場面を終えた頃，学習者が初級終了時に日本語で扱えるようになりたいと思う場面
あるいは話題を目標として設定するとよい。その目標は，学習者自身が深く関わり，感情
移入できるテーマがよい。なぜなら，総合的アブm一チと分析的アプローチの同時進行とは，
言語の構成要素として理解した文型とその用法を，窓分の隠的のために操作して結びつけて
運用してみて，そのフィードバックを得ながら，自分なりに修正，体系化していく作業だ
からである。タスクがオーセンティック（現実的）なものでも，文型ごとに細切れに異な
るタスクが与えられると，複数のタスクで経験したことの関係性が捉えにくくなる。その点，
霞分霞身が掲げた目標の範囲であれば言語の使用経験の中で晶々の文型をどのように位
置づけていくかという作業を学習者が主体的且つ継続的に行うことができる。爾アプロー
チが同時進行する学習環境を提供することができると言ってよいのではないだろうか。
　筆者が担当したある学習者は，製造業に勤務する技術者だが，「自分が開発している技術
について簡単に説明できること」「その説明に対する質疑応答ができること」を初級終了時
の琶標とした。学習者には一貫して自分が開発している新しい技術についての信頼感があ
る。この信頼感にもとづいた発話が，次の下線部のような初級文型のもつ発話意図を理解し，
操作できる対象にしていくのに役に立つ。なぜなら，前件と後件をどのような関係でつな
ごうか検：討する際，自分の価値基準が常に明確だからである。
　　c．この技術を使えば丈夫な製品が開発できます。
　　d．この製品は故障しても簡単に直すことができます。
　　e．ほかの製品より故障しにくいと思います。
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　cの「使えば」は「丈央な製品の開発」に必要な条件を付加する機能，dの「故障しても」
はr簡単に直す」が克服できる条件を付加する機能，cの「故障しにくい」は故障率の低
さを表す機能であることなどを明確に理解した。「湿しい技術に対する信頼感」が文型のも
つ発話意図を理解するツールとして働いたのである。
　多人数のクラス運営で，学習者の個人的な話題を授業で扱うことができない場合は，作
文を書かせたり，スピーチの原稿を用意させるといった方法で長期的に完成させていく掴
人プmジェクトを諜すとよいと思う。
6．まとめ
　本稿では，「総合的アブm一チ」と「分析的アブW一チ」が同時進行できる状態が理想的
な学習環境であるという観点から，現在の文型積み上げ式の初級教科書の利点と課題につ
いて述べ，対策案を提案した。
　優れた学び手は，語学の学習に限らずどのような課題に対しても「総合的アプローチ」と
「分析的アプローチ」を車懸に使って学んでいく。教科書はその自律的な営みに何らかの網
限を加える。しかし，教科書は効果的な学び方を提案し，有効なリソースを提供すること
もできる。語学学習の初級教科書はその言語の基本構造を体系的に示し，基本的な語彙群を
提示する重要な役割を損う。優れた初級の教科書は，ある場面や話題を扱うためには，どの
程度の文法事項の操作力や語彙力が求められるか，適切な判断に基づいて構成されている。
それは教師が長い指導経験から得た判断基準であり，そのような教科書は，効果的な学び
方と有効なリソースの提供という役割を十分に果たすことができる。「教科書で教える」と
は，その役割を生かして，学習者が両アプローチを使える環境を確保することである。
　これまでは，評価の方法が文法事項の正確な理解運用に偏っていたため，教師の指導
上の工夫も「総合的アブu一チ」に偏っていた。今後CEFRに基づいた行動申心主義の観点
からの評価方法が確立していけば，教科書そのものの「総合的アブva・一チ」と「分析的ア
ブn一チ」のバランスもより進化していくだろう。しかし，次なるその進化を真に役立つ
ものとして実現させるには，まさに今その視点でヂ教科書で教える」活動を実践している
教師によるノウハウの蓄積が必要であると思う。
?
l　Japanese　for　Busy　Peopleシリーズは，1984年に初版JBPが出版され，1990年にJBP王【が
　　出版された。その後JBP　9が2分滞となり，1994年に改訂版JBP　I，H＆mとして出版さ
　　れた。その後2006年にBP　I改訂第3版2007年にJBPHと皿の改訂第3版が出版された。
2　CEFR　（Common　European　Framework　of　Reference　for　Languages：　Leaning，　teacking，
　　assessment）は，言語の共通参照レベルとして，下記の通り6つのレベルに分けている。
　　それぞれのレベルで目標言語を使って達成可能な行動（Cds：Can－do　statement）を記述
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　　している。
　　　Al　Basic　User　（Breakthrough）
　　　A2　Basic　User　（Waystage）
　　　Bl　lndependent　User　（Threshold）
　　　B2　lndependent　User　（Vantage）
　　　Cl　Proficient　User　（Effective　Operational　Proficiency）
　　　C2　Proficient　User　（Mastery）
3　CEFRでは，　A2の包括的な行動墨東として，例えば，次のように記述している。
　　「（ごく基本的な個人や家族の情報買い物近所仕事などの）直接自分につながり
　　のある領域で最も頻繁に使われる語彙や表現を理解することができる」（「理解するこ
　　と聞くこと」より）
　　「単純な日常の仕事の中で，情報の直接のやり取りが必要ならば，身近な話題や活動に
　　ついて話し合いができる」（「話すこと　やりとり」より）
　　文型積み上げ式の初級教科書の後半では，上記のレベルを超える行動目標に関わる会
　　話も扱われているが，先にA2レベルのE標を達成することを優先すべきである。そし
　　て「身近な話題」「活動ゴの具体的内容を学習者に合わせて特定していく必要がある。
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